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A. ピグ－の旧厚生経済学（ Pigou 1920 ）から L. C. ロビンズによる効用の個人間比較
批判（Robbins 1932）を経て、バーグソン＝サミュエルソンの社会厚生関数（Bergson
1938）のアイディアを換骨奪胎して市場メカニズム（経済学）と民主政（政治学）との
関係を整理した K. J. アロ （ーArrow 1951）に始まる社会的選択理論や、その流れの中
で登場した A. K. センの効用主義（welfarism）批判（Sen 1979）に至るまで、規範的
経済学や社会哲学におけるもっとも主要な論点のひとつであったと言ってよい。
一方で、上記のほぼすべての論者において、社会にとってのウェルビーイングを評




































学者や政策担当者が伝統的に使ってきたものは、GDP（ Gross Domestic Product；国
内総生産）を中心とする、国民経済計算に基づく諸指標である。国家と国民をほぼ同
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一視できた時代に使われていた GNP（ Gross National Product；国民総生産）から、グ
ローバル化によって産業の国外移転が進んだことなどを踏まえて広く使われるように
なった GDP を経て、近年では国内産業の低成長と海外資産の蓄積などを背景とした













たとえば国連開発計画が 1990 年に導入した HDI（ The Human Development
Index；人間開発指数）は、所得に加えて平均寿命と教育水準を加味した指標であり、
さらにこうした価値の一国内での分配の不平等も加味した修正版が IHDI（ The
Inequality-adjusted Human Development Index；不平等調整済み人間開発指数）で
ある。
また、OECD が 2011 年から導入した BLI（Your Better Life Index；より良い暮ら
し指標）は、収入に加えて、健康、教育、雇用、社会関係資本、政治参加、生活満足度、
安全、ワークライフバランスなど、計 11 分野の指標の集合体である。BLI の第一の特








こうした GDP に代わる社会指標の必要性については、フランスの N. サルコジ前大
統領のイニシアティブによって 2008 年に設置された、J. E. スティグリッツとセンを
中心とする「経済業績と社会進歩の計測に関する委員会」（ The Commission on the
Measurement of Economic Performance and Social Progress ）の報告書（ Stiglitz et
11
al. 2010 ）でも強調されている。報告書の提言は、「古典的な GDP の問題」、「暮らしの
質」、「持続可能な発展と環境」の 3 分野についてなされているが、特に暮らしの質
（ quality of life ）において、以下のような提言が見られる。
勧告 6　暮らしの質は人びとの置かれた客観的条件（ objective conditions ）と、も
っている能力（ capabilities ）によって決まる。人びとの健康、教育、個人的な諸活
動および環境の諸条件の計測手法を改善する手立てを講じるべきである。社会的
なつながり（ social connections ）、政治への発言（ political voice ）および安全度の
低さ（ insecurity ）を計測する、確固とした信頼できる手法を開発し、計測を行う
ことに、特におおいなる努力をするべきである。（ Stiglitz et al. 2010=2012: 17 ）
勧告 7　暮らしの質に関する指標は、それが対象にしているすべての次元で、不平
等（ inequalities ）を包括的に評価するべきである。（ Stiglitz et al. 2010=2012: 18 ）
勧告 10　客 観 的 お よ び 主 観 的 な 幸 福 度（ both objective and subjective
well-being ）を計測することが、人びとの暮らしの質に関する情報の鍵になる。統
計局は、人びとがもっている暮らしに関する評価（ life-evaluations ）と快楽の経験
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る。具体的には、環境汚染や教育の社会的効果など正負両面の外部性や、家事労働な









の 1 分野である政治参加（ civic engagement ）には、制度設計プロセスへの関与






























る（ Graham 2011=2013: 67 ）。
ベンサム的な主観的ウェルビーイングは情動、すなわち気分や感情に相当するもの
であり、生活上の出来事に対する瞬間的な評価を表すものである。心理学的立場から
の幸福度調査においてしばしば用いられる経験抽出法（ ESM; Experience Sampling
Method ）（ Csikzentmihalyi and Hunter 2003 ）や一日再現法（ DRM; Day










なものと想定しているようである（ Graham 2011=2013: 82-99 ）。
主観的ウェルビーイングのもつこの 2 つの意味を区別することは、先行研究におい
て指摘されてきたさまざまなパズルを理解する際に、たしかに有用かもしれない。た










第一は、通常「主観的幸福度」（ subjective happiness ）とよばれる、全般的に自分




問である（4）。第三は、「カントリルの人生の階梯尺度」（ Cantril's Ladder of Life Scale ）









を分析する際には、かえって共通の特徴が抽出しやすいとされる（ Graham 2011 ）。
「カントリルの人生の階梯尺度」は逆に文化的な特徴の影響を受けにくく、客観的な


























析によって最初にそのことを明示的に指摘したのが R. A. イースタリンである












いう事実であった（ Easterlin 1974 ）。これは、後に「幸福と所得のパラドックス」（ The
happiness-income paradox ）もしくは「イースタリン・パラドックス」（ Easterlin’s
paradox ）とよばれ、主観的ウェルビーイングにかんする実証的・理論的研究の主要な
論争点のひとつとなった（ Easterlin 1995, 2003; Easterlin et al. 2010 ）。
しかしながら、同じ集計指標レベルでも、横断面での国際比較においては、所得と

































の人のおかれた絶対的水準ではなく、準拠集団（ reference group ）との相対的比較に
よって決まる、という考え方である。経済学の文脈では J. デューゼンベリーが初めて
17
提唱し（ Duesenberry 1949 ）、イースタリン自身もイースタリン・パラドックスを解
消するための有力な説明として用いる「相対所得仮説」（ relative income hypothesis ）
がそれに相当するであろうし、社会学の文脈では R. マートン（ Merton 1949 ）や髙坂





















































































セキュリティ、市民文化の観点から―」（平成 21 年度～平成 25 年度、研究代表者：原田
博夫・経済学部教授）の研究成果を発展的に継承するものである。
（2）Agency という概念は、もともとセンが提唱したものである（Sen 1987）。
（3）たとえば、世界価値観調査（ World Values Survey）では、Taking all things together, 
would you say you are…（Very happy, Rather happy, Not very happy, Not at all happy）
というワーディングになっている。
（4）たとえば、ユーロ・バロメーター（Euro Barometer）では、On the whole are you very 
satisfied, fairly satisfied, not very satisfied or not at all satisfied with the life you lead ?
（Very satisfied, Fairly satisfied, Not very satisfied, Not at all satisfied）というワーディ
ングになっている。
（5）ギャラップ社の世界世論調査（World Opinion Poll）では、Please imagine a ladder with 
steps numbered from 0 at the bottom to 10 at the top. Suppose we say that the top of 
the ladder represents the best possible life for you and the bottom of the ladder repre
sents the worst possible life for you. On which step of the ladder would you say you
personally feel you stand at this time, assuming that the higher the step the better you 
feel about your life, and the lower the step the worse you feel about it? Which step 
comes closest to the way you feel? というワーディングになっている。
（6）この分布にかんして、所得の対数をとれば所得と満足度との間には正の線形関係がある
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とする研究もある（Stevenson and Wolfers 2008, Daeton 2008）。
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